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1． 原子核反応データ研究開発センタ－ (JCPRG)　採録分担表（アドレス：http://www.jcprg.org/buntan/buntan.html）から、未チェックの論文を探す。

2． 担当したい（チェックしたい）論文を選び、その論文のD番号（採録分担表のD/Eの欄に記入されている番号）を、核データのメーリングリストに、その旨を通知する。核データのメーリングリストのメールアドレスは、stock@nucl.sci.hokudai.ac.jp。
3． 採録分担表の担当者から分担了承のメールを頂いてから、チェックを開始する。

4． チェックは、論文（担当する論文の雑誌・巻号の欄をクリックするとPDF版の論文が表示される）の内容と採録分担表の出力欄にあるコーディングデータが一致しているかを調べる。また略号の使用が、NRDF master files（アドレス：http://www.jcprg.org/master/nrdf.html）の最下欄にある辞書（2008年4月の最新版は、D9009）に記載されている内容に基づいているかをも調べる。

5． チェックした後、修正必要箇所や疑問箇所の指摘及び新規提案や加筆提案をメールで通知する。このメールは、メールの件名にD番号を記入し、核データのメーリングリストに通知する。

6． 5で通知したメールについて、採録担当者からの返事を吟味する。具体的には、

a. 通知した提案が受け入れられた場合、その箇所が修正されているか？

b. 通知した提案が受け入れられなかった場合、その反論が妥当かどうか？

を行う。

7． ７．6-a, bについての返事をする。6-bの反論が妥当ではないと判断した場合には、更に駁論を行う。また新たに修正必要箇所・疑問箇所・新規提案・加筆提案があればそれについても触れる。このメールも、メールの件名にD番号を記入し、核データのメーリングリストで通知する。

8． 採録担当者と意見が収束するまで、6と7を繰り返す。一連のチェック過程が終了したと判断したら、採録担当者にチェック終了の旨を伝えてチェックを完了とする。
（以上）
